
 

 

 

 

 

１．主題設定の理由 

第４次食育推進基本計画の目標のひとつに「栄

養バランスに配慮した食生活を実践する国民を

増やす」とあり、令和７年度までに、１日当たり

の野菜摂取量の平均値は３５０ｇ以上という目

標値が設定されている。令和元年度の現状値は２

８１ｇである。 

 児童生徒の学校給食での喫食の様子や残量調

査の結果から見た時、野菜を苦手とする児童生徒

が多く、そのために野菜料理の残量が増え、野菜

摂取量が目標値に達していないと考えられる。 

 そこで野菜摂取量不足の改善を目指して、研究

を進めることとした。 

 

２．研究仮説 

  地域で生産される野菜を中心に様々な野菜料

理を計画的に給食に取り入れ、教材として活用し

た食に関する指導を体系的・継続的に行えば、野

菜のよさが分かり、自らの健康や社会とのつなが

りを考えて積極的に野菜を食べることができる

児童生徒を育成することができる。 

 

３．研究内容  

（１）体系的・継続的な指導計画の工夫 

 ①野菜を使用した献立作成の工夫 

 ②発達段階や学習内容と関連させた指導計画

の作成 

（２）野菜の必要性を理解し自らの食事に取り入

れることができる児童生徒を育成する指導の

在り方 

①野菜と健康や社会とのつながりが分かる指

導 

②知識を実践力へつなげることができる指導 

③家庭と連携した指導 

 

４．研究実践  

（１）体系的・継続的な指導計画の工夫 

 ①野菜を使用した献立作成の工夫 

今年度は、不破郡・養老郡と合同で会を開き、

既存の献立の中から、残量が少ない野菜を使用

した料理を交流し、献立に取り入れるようにし

た。交流した料理は多岐にわたるが、肉と一緒

に調理したものが多い傾向があった。 

新たな料理を取り入れることで、子どもたち

から「いつもと違う。美味しかった。」という声

を聞くことができた。今後も継続して野菜を使

用した料理の工夫を続けていきたい。 

 ②発達段階や学習内容と関連させた指導計画

の作成 

野菜を活用した食に関する指導を効果的に

行うために、各学年の学習内容と関わりをもた

せた目指す姿を設定した。 

学年 目指す姿 関連する教科 

小１ 
・野菜の名前が分かる。 

・野菜が好き。 

国語 

生活 

小２ 
・野菜がいつとれるか分かる。 

・野菜がどこにできるか分かる。 

生活 

小３ ・自分の町でとれる野菜が分かる。 社会 

小４ 

・食べ残しを減らすことがごみを減

らすことにつながることが分か

る。 

・健康と食べ物（野菜）との関わりが

分かる。 

社会 

 

体育 

小５ 

・野菜の栄養が分かる。 

・地域の野菜を食べることが食料自

給率を上げ、食品ロスを減らすこ

とにつながることが分かる。 

家庭科 

社会 

小６ 

・地域の野菜を使った献立を作成す

ることができる。 

・朝ごはんに野菜をとり入れること

ができる。 

家庭科 

中 

学 

生 

・１日に必要な野菜量を使った献立

を作成することができる。 

・地域の野菜を使った献立を作成し

調理することができる。 

・朝ごはんに野菜を取り入れること

ができる。 

技術・ 

家庭科 

 

 

保健体育 

 

本務校を中心とした指導を実践することに

し、指導時期や指導方法については各校の実情

に合わせて行うことにした。 

（２）野菜の必要性を理解し自らの食事に取り入

れることができる児童生徒を育成する指導の

在り方 

①野菜と健康や社会とのつながりが分かる指

導 

A小学校では２年生を対象に、学級活動「野

菜を好きになろう」を行った。野菜が体の中で

どのような働きをするのかを伝えたり、１日に

必要な野菜の実物の量を見せたりし、健康に生

活するためには働きや量を考えて野菜を食べ

学校給食を通して主体的に望ましい食生活を 

実践できる児童生徒の育成を目指して 

～野菜を活用した食育の推進～ 

揖斐郡栄養教諭・学校栄養職員部会 

 

表１ 学年ごとの目指す姿 



ることが大切だと分かるようにした。授業後の

給食の時間にがんばりカードを使った取組を

行ったところ、苦手な野菜にも挑戦するなどの

変容が見られた。 

②知識を実践力へつなげることができる指導 

ア．家庭の食育マイスターを活用した指導 

小学校６年生を対象に、学級活動「家庭の食

育マイスターとしてできることを考えよう」を

行った。岐阜県の食材が紹介されている岐阜県

農政部農産物流通課のホームページにアクセ

スできるＱＲコードをワークシートに載せ、ど

のような地場産物があるか分かるようにした。

地場産物への理解が深まることで、岐阜県学校

給食会主催の「私が考えた学校給食メニューコ

ンクール」の応募へとつなげ、夏休みに家庭で

取り組めるようにした。 

イ．中学生学校給食選手権を活用した指導 

B中学校では、

教頭や学級担任

と連携し、岐阜県

教育委員会主催

の「中学生学校給

食選手権」に挑戦

する生徒を募集

し、地場産物を取り入れた献立を作成する支援

をした。野菜の味や食感が苦手な児童生徒が多

い実態を伝えることで、苦手な野菜が食べやす

くなるように、県内産の小松菜を細かく刻んで

蒸しパンの中に入れるなどの工夫が見られた。

応募献立は、B中学校が所属する給食施設で実

際に３月の給食に取り入れる予定である。献立

のねらいや工夫を放送資料で伝え、献立作成者

の思いを知ることによって、次年度以降も受け

継がれることを願っている。 

③家庭と連携した指導 

ア．給食試食会での講話 

積極的に野菜

を食べる児童生

徒を育成するた

めには、家庭で

の野菜の摂取量

を増加させるこ

とが効果的だ

と考え、C小学

校の給食試食会の参加者に、野菜の必要性や実

際に食べてほしい野菜の量を示した。講話の後

に、アンケートフォームを活用したアンケート

を行い、「野菜をたくさん食事に取り入れよう

と思いましたか。」と問うことで、家庭で野菜の

使用量を増やすことを保護者に意識づけるこ

とができた。 

イ．ワークシートの活用 

D小学校では２年生を対象に、学級活動「朝

ごはんパワーで元気になろう」を行った。野菜

を食べることで、お腹の目覚ましスイッチが入

ることを伝え、野菜の大切さについて学習した。

その際のワークシートには、保護者からのコメ

ント欄を設け、児童を通じて家庭と連携できる

ようにした。学級活動後には、「朝ごはんがんば

りカードのおかげで、自分から栄養について考

えて食べられるようになりました。あまり好き

ではなかった野菜も、食べてくれるようになり

ました。」と、保護者が朝食時に野菜料理を作る

ことで変容した児童の姿を、知らせていただけ

た。 

 

５．成果と課題 

（１）成果 

①不破郡・養老郡と合同で会を開き、既存の料

理を交流したことで、これまで提供したこと

のない野菜を使用した料理を献立に取り入

れることができ、献立の幅が広がった。 

②発達段階や学習内容と関連させた体系的な

指導を行うことで、知識を実践力へとつなげ

ることができた。 

（２）課題 

①社会とのつながりが分かる指導についての

研究をさらに進める。 

②給食を教材とした指導を継続的に行うため

に 

は、学級担任との連携をさらに深める。 

③家庭の食事でも野菜料理を取り入れる実践

を継続させるための指導の在り方について、

さらに研究を深める。 

④野菜摂取量不足から起こりうる肥満児の増

加等が懸念されるため、今後は個別指導にも

重点を置き、学校医や養護教諭、保護者と連

携しながら、個に寄り添った指導を充実させ

る。 

写真１ 実際の応募献立 

図１ 保護者対象のアンケート結果 


